
リハビリテーション科

これからの時代

必要なのは何か



「風を読む」

厚生労働省の調査で

最も求められているのは

何科の医師？



2010年6月1日現在

必要医師数実態調査（厚生労働省）

対象：全国の病院・診療所（10,262施設）

リハビリ科です



リハビリ科専門医数
2018年6月現在

全国 2377名

北海道 76名

旭川市 8名

ちなみに2013年8月時点で全国に

外科専門医 21275名

整形外科専門医 17280名

総合内科専門医 15125名

リハビリ科専門医 1930名

旭川の
リハビリ医療
を一緒に

発展させましょう

少なくても専門医育成
の熱意は十分



旭医リハ科の専門医研修実施病院

旭川医科大学病院

森山メモリアル病院

旭川リハビリテーション病院

旭川市と札幌市
（旭川市内の3病院は半径3 km圏内）

札幌渓仁会リハビリテーション病院



医師男女比

リハ科 21.5%
内科 16.4%

外科 7.1%

皮膚科 44.3%

眼科 37.5%

平均 19.6%

平成24年医師・歯科医師・薬剤師調査

女性医師の割合は平均以上

平成25年
リハビリテーション科女性医師ネットワーク調査

診療科別

日本リハビリテーション医学会

女性
男性



リハ科の研修内容

• 筋電図 （神経・筋疾患の電気診断）

• 嚥下造影 （経口摂取能力の評価）

• シストメトリー等 （適切な排尿管理）

• ボツリヌス療法等 （痙縮治療）

• Brain Computer Interface （麻痺・疼痛治療の開発）

• 3次元動作解析

• 義肢装具療法 など

診断治療技術の獲得 例えば



その他、以下のことに興味のある方

・障害者スポーツ

（車椅子バスケットボール・フェンシング・

カーリング・テニス・ラグビー など）

・運動制御

・小児発達障害

・高次脳機能障害 など

7月2日（月） 午後6時～ リハ科説明会へ

（於：臨床研究棟2階 リハ科医局）


